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地域とともに
【令和６年度の指導上の重点目標】 
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。 

２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動及び主体的・対話的
で深い学びのある授業により、自
ら考え、主体的に取り組む生徒の
育成に努める。

北海道大樹高等学校 
〒089-2155 広尾郡大樹町１番地     HPのQRコード→ 
℡01558-6-2063、6-2868 
ホームページ　 http://www.taiki.hokkaido-c.ed.jp

　普通科の地域探究科設置宣言 

　 4月8日（月）の13:50から、令和6年度の入学式が行われまし
た。今年度の新入生から普通科の地域探究科に学科転換したため、
入学式前に、本校OBである喜多龍一道議会議員や黒川町長など
多くの来賓の方々が御参列の中、北海道教育委員会から十勝教育
局の新山局長から、地域探究科設置宣言が行われました。これまで
地域探究科への学科転換に向け、準備してきたところですが、教職
員一同、より一層の大樹高校の魅力向上に尽力して行きたいと考え
ています。 

　１学年宿泊研修 
　 ５月９日（木）、10日（金）に、ネイパル足寄で１学年宿泊研修を行いました。 

　 １日目は野外炊飯からスタートです。火の管理が大変だったけれど、みんなで作ったカ
レーはおいしかったですね。カレーを食べた後、トランプを使ったゲームでグループの親睦
を深めました。最初は少しぎこちなかったけれど、だんだん盛り上がって行きましたね。その
後、グループごとにウォークラリーを行いました。地図を頼りに山の中を50分ほど散策しま
した。景色や様々な動物を見ることができたでしょうか。 
 
 
  

　  

 
 
 
 
  

 
２日目はCST（コミュニケーションスキルトレーニング）を行いました。アイスブレークの後、
クラスのみんなにインタビューをして回るゲームを行いました。先生方も含めた全員にイン
タビューできた人もいましたね。その後、生徒企画のミニバレー・ドッジボール、SDGsをテ
ーマにした探究活動を行いました。楽しむ場面は楽しむ、真剣に考える場面は真剣に考え
るというメリハリがついていましたね。よく頑張りました。最後に、道の駅おとふけでお買い
物をして宿泊研修は終了しました。 
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地域とともに
【令和６年度の指導上の重点目標】 
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。 

２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動及び主体的・対話的
で深い学びのある授業により、自
ら考え、主体的に取り組む生徒の
育成に努める。
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　科目「保育基礎」の授業より 

　 ３年択科目「保育基礎」では、「子どもの成長と遊び」を大切に取り上げ学習を進めて
います。春になると緑が少しずつ濃くなり、色とりどりの花が咲き始め、外遊びがますます
楽しくなる季節となります。タンポポが辺り一面に咲き乱れ黄色の絨緞になるのはとてもき
れいですね。そのタンポポを使った「花かんむり」を作ったことがない！！という生徒がとても
多く、５月22日、学校の敷地内での自然と遊びをテーマに実習しました。 

　 はじめは、要領が得られず苦戦する生徒もおりましたが、すぐに慣れ、かわいらしいタン
ポポ冠ができあがりました。「子どもに返った気がする～」と大はしゃぎする生徒たち。「先
生は保育園の先生みたい！」などと楽しい会話をしながらの取り組み。「伝承遊び」を考え
る上でも、とても大切な取り組みとなります。 

 

  室蘭工業大学連携授業　清水一道教授の講演 
  6月4日（火）、本校のSTEAM教育の一環とし
て、室蘭工業大学副学長・ものづくり基盤センター
長の清水一道教授が来校し、１学年に「工学につ
いて-自動車工学概論-」、２学年に「工学の最先
端-ロケット工学概論-」と題して、講演をしていた
だきました。工学が身の回りにあるあらゆるモノや
仕組みに関わっていること、宇宙産業がどのように
私たちの生活と繋がっているのか、ロケット開発と
の関わりから様々な分野の研究の集合がロケット
や自動車開発につながっていることなど、様々な学
びが生活の中で活かされていることを深く理解す
ることができました。 

　 また、社会人としての「生き方・在り方」について
や「ブランディング」や「縁」の大切さなど、キャリア
教育の視点からもお話いただき、生徒にとってとて
も有意義な時間となりました。清水教授、ご講演あ
りがとうございました。 
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地域とともに
【令和６年度の指導上の重点目標】 
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。 

２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動及び主体的・対話的
で深い学びのある授業により、自
ら考え、主体的に取り組む生徒の
育成に努める。
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　台湾からライチが届きました 

　 見学旅行先である台湾から、旬のライチがたくさん、送られてきました。３年択科目「保
育基礎」では、「子どもの成長と遊び」を大切に取り上げ学習を進めています。昨年度、数
年ぶりに再会した台湾見学旅行の際、大樹町と友好協定を結んでいる、「大樹區（だいじ
ゅく）」を訪れ、パイナップル収穫体験の実施や、區役所の訪問をしました。その際に、先方
から「旬の時期になったら、学校にライチを送ります」と言っていただき、本当に今回、現地
からライチが送られてきた･･･という訳です。 

　 送られてきた量、なんと驚異の６キロ！給食の時間、生徒・教職員共に、大樹町のお祭り
で実施している「ライチの種飛ばし大会」の時に使っているライチに比べて、種は小さく果
肉が多い上に瑞々しいことに感動しながら、台湾の味を楽しむことができました。また、生
徒会執行部の４人が、大樹町役場を訪れ、大樹町の黒川町長にライチの送付の報告と、
送られてきたライチを提供しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　大高祭、地域探究学習の発表会を一般公開します 
　 ７月６日（土）、７日（日）の２日間、大樹高校の学校
祭「大高祭」を開催します。 
　 「大樹町のお祭りの一つにしたい」という生徒会執
行部の思い、また、地域探究科に学科転換し「地域と
連携した学校づくり」の推進のため、コロナ禍後初め
て、一般の方々にも開放する予定です。 
　 キッチンカー３台が来て、当日購入できる軽食や飲
み物などを提供予定です、生徒による縁日やパフォー
マンスが実施されます。 
　 また、７月18日（木）10:00～12:00、本校体育館
において、３年生が総合的な探究の時間で取り組ん
でいる「地域探究学習」の成果発表会を行います。 
　 現在、グループ毎に地域の課題や実現したいことに
ついて、テーマを設定しフィールドワークを行っていると
ころです。 
　 こちらも一般公開しますので是非来校して、生徒の
活動をご覧ください。 
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地域とともに
【令和６年度の指導上の重点目標】 
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。 

２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動及び主体的・対話的
で深い学びのある授業により、自
ら考え、主体的に取り組む生徒の
育成に努める。
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　3年選択科目「フードデザイン」の取組 

　 6月13日、家庭科目「フードデザイン」において、本校ＡＬＴのアニーさんとキイさんにむ
けてプレゼンを行いました。テーマは、６グループに分かれて「日本食について」「年中行
事と行事食」「食事のマナーについて」「和菓子について」「日本の文化（食以外の）につ
いて」「大樹町の紹介」をそれぞれ担当し、スライドを用いて発表しました。さらに、スピーチ
はすべて英語で！！これまで学んできたこと（英語、家庭）を最大限活用し、充実した内容
の素晴らしい発表となりました。 

　 発表後には、タブレットなどを使い評価のコメントを全員が入力。アニーさんからもコメ
ントをいただきました。今後は、アニーさんから英国の食文化についてお話をお伺いし、英
国料理を実習する予定です。 

 

　3年選択科目「保育基礎」の取組 
　 6月19日、「保育基礎」（家庭科目）において、「おやじの会」の皆さんと座談会を行い
ました。「おやじの会」とは、その名の通りお父さんたちが主催しているもので、子どもの成
長、発達に欠くことのできないさまざまな「遊び」「体験」を補償してあげるための有志の
活動団体です。毎週月曜日、会員（小学生）とその保護者や有志の方々が集まって様々な
活動をしています。どのお父さんも、子育てをとても楽しんでおり、子育ても家事も協力して
行うものである、また楽しいことばかりでなく大変なこともあるなど、大変貴重なお話をたく
さん伺うことができました。 

　 秋には、おやじの会の活動日に合わせ、高校生企画を行う予定です。今から、小学生た
ちとの交流がとても楽しみです。 
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地域とともに
【令和６年度の指導上の重点目標】 
１ 「共生」と「共創」の実現を目指
し、地域と協働した学校づくりを推
進する。 

２ 実効的なＰＤＣＡサイクルを踏まえ
た教育活動及び主体的・対話的
で深い学びのある授業により、自
ら考え、主体的に取り組む生徒の
育成に努める。
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　進路強化研修を実施しました 

　 6/18、3学年では、「進路強化研修」を実施しました。生徒たちそれぞれの進路希望に
合わせ、３つのコースに分かれて活動しました。それぞれが自分自身の課題と向き合い、し
っかりと取り組んでいました。この先も、未来に向かって頑張って欲しいと思います。 

【就職コース】 
　 午前中は、外部講師をお呼びし、面接を受ける際の心構え・模擬面接の指導をしてい
ただきました。 

　 午後は帯広で実施され
た合同企業説明会へ参加
し、企業の雰囲気をつか
むことができました。 
 
 
 
【専門学校コース】 

　 午前は、志望理由書・自己推薦文の作成・一般常識テストの指導を実施したのち、「面
接試験の目的とチェックポ
イント」をテーマとして、外部
講師の講義を受講しまし
た。 

　 午後は、講義を踏まえて
実際に面接練習を行いまし
た。 
 
【大学・看護コース】 

　 最初に「学習のスケジュール」について考える時間を設け、受験日までにやるべきことを
再確認しました。 

　 その後は、教員との面談・学習活動・面接対策や志望理由書作成等、それぞれに必要
な取り組みを考え、実施しました。 
 


